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長期型海底地震計を用いた茨城県沖海溝外縁部における自然地震活動

Seismicity at outer rise, off-Ibaragi, using long-term ocean bottom seismometers
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　日本発生している地震の多くは、プレート境界部が多く集まっている海底下で起こっている。海底下で起こった地
震、特に陸上から離れた海底下で起こった地震は、陸上の観測点では観測できないことが多い。そのため、海域での地
震観測には海底地震計を用いることが一般的である。しかし、海溝外縁部のように地震活動があまり活発ではない地域
の自然地震のデータを集めるためには、長期間海底に地震計を設置しなければならないが、今までのガラス製の海底地
震計は長くても、２，３カ月しか海底に設置しておくことができず、自然地震のデータを数多く集めることができなかっ
た。近年、チタン製の１年以上海底に設置しておくことが可能な海底地震計が開発されたおかげで、あまり地震が多く
発生していないと考えられる海域の自然地震のデータを集めることが可能になった。
今回の研究ではそのチタン製の海底地震計を４台用いて、茨城県沖の日本海溝外縁部において、２００５年１０月１

５日から２００６年９月１９日の期間、自然地震観測を行い、震源決定を行った。なお、震源決定には地震波形検測支
援プログラム、ＷＩＮを用いた。
　その結果、地震計の設置場所付近である北緯３５度から３７度、東経１３５度から１３７度の範囲では１８６個の

自然地震が観測された。また、その中で、震源の誤差が１０ｋｍ以内のものは１０１個であった。この地震の分布をみ
ると、２つに分かれることがわかった。その１つは、震源の深さ４０ｋｍ前後のグループ、もう１つは、震源の深さ７０
ｋｍ前後のグループである。このように陸側に沈み込む前のプレート内部での二重の地震活動は、沈み込むプレートの
ベンディングによって発生した地震であると考えられる。深さ４０ｋｍ前後の上面の地震は引張、深さ７０ｋｍ前後の
下面の地震は圧縮によって起こっていると示唆される。


